
日々熱い戦いが繰り広げられているＦＩＦＡ
ワールドカップ。毎日寝不足という方も多
いのではないでしょうか？　テレビ観戦し、
スポーツっていいなと影響を受け、ほんの
少し運動してみたものの、筋肉痛になり２
日で中断。日頃からの適度な運動が大切
ですね。（幸）

編集後記

　
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
走
り

出
し
て
か
ら
10
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
当
時
、

野
菜
ソ
ム
リ
エ
と
い
う
名
前
は
世
に
知
ら
れ

て
い
た
も
の
の
、
秋
田
と
い
う
土
地
で
は
今

ほ
ど
こ
の
肩
書
は
メ
ジ
ャ
ー
で
は
な
く
、

「
何
す
る
人
？
」
と
よ
く
聞
か
れ
て
い
ま
し

た
し
、
今
で
も
ま
だ
そ
の
質
問
は
多
い
で

す
。
さ
て
、
皆
さ
ま
に
は
こ
の
フ
ー
ド
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い
う
も
の
が
い
っ
た
い
ど

の
よ
う
に
映
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
私
が
こ
の
資
格
を
取
得
し
た
頃
、
そ
ろ
そ

ろ
食
品
に
流
行
り
を
仕
掛
け
る
人
が
い
る
こ

と
も
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
し
、
程
な
く
日
本
中
が
「
食
に

よ
る
地
域
お
こ
し
」
に
着
目
を
し
始
め
ま
し

た
。
秋
田
で
そ
の
資
格
が
生
か
せ
る
の
か
と

い
う
と
、
誰
も
が
疑
問
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
け
れ
ど
も
、
何
気
な
く
口
に
し
て
い
る

地
元
の
野
菜
や
果
物
が
、
本
当
は
ど
こ
に
も

負
け
な
い
力
が
あ
る
の
に
見
出
さ
れ
な
い
の

は
悔
し
い
！ 

そ
ん
な
思
い
か
ら
、
人
と
モ

ノ
と
コ
ト
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

な
り
、
売
り
込
み
下
手
と
い
わ
れ
る
秋
田
で

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
今
日
ま
で
き
ま
し

た
。

　
平
成
22
年
12
月
に
公
布
さ
れ
た
６
次
産
業

化
・
地
産
地
消
法
が
、
そ
れ
ま
で
の
生
産
現

場
に
大
き
な
変
化
を
与
え
る
き
っ
か
け
と
な

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
直
売
所
が

多
数
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、
そ

こ
で
加
工
品
を
売
る
た
め
に
加
工
グ
ル
ー
プ

が
立
ち
上
が
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
が
誕
生

し
て
い
ま
す
。
１
次
産
品
を
生
産
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
個
々
で
自
ら
が
そ
の
素
材
や
自

分
の
技
術
を
生
か
せ
る
時
代
へ
と
突
入
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
一
方
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
第
１
期
の
６
次
産

業
化
の
波
が
過
ぎ
、
今
は〝
連
携
〞と
い
う
体

制
も
要
素
に
含
み
な
が
ら
事
業
化
を
見
極
め

て
進
め
る
と
い
う
、
６
次
産
業
化
の
第
２
ス

テ
ー
ジ
が
始
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
現

在
私
は
、
自
ら
が
得
意
と
す
る〝
強
み
を
見

つ
け
て
伸
ば
す
戦
略
〞で
直
売
所
の
経
営
改

善
を
行
っ
た
り
、
既
存
商
品
の
リ
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
を
し
て
販
路
開
拓
を
推
進
す
る
専
門

家
と
し
て
、
農
業
を
隅
で
支
え
る
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。
支
援
現
場
で
は
、
地
域
で
起

き
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
一
緒
に
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
、
地
域
に
密
着
し
た
フ
ー

ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
あ
る
直
売
所
か
ら
「
焼
餅
が
上

手
く
焼
け
な
い
の
で
指
導
し
て
ほ
し
い
」
と

依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
私
な
ど
よ
り
も
、
達
人

世
代
の
お
母
さ
ん
た
ち
で
す
。
聞
く
と
、
加

工
グ
ル
ー
プ
で
作
っ
て
い
た
焼
餅
を
焼
く
方

が
高
齢
化
を
理
由
に
引
退
を
す
る
た
め
引
継

ぎ
を
し
た
い
が
同
じ
よ
う
に
仕
上
が
ら
な
い

と
い
う
も
の
。
世
代
交
代
に
、
そ
の
人
な
ら

で
は
の
技
術
が
他
の
人
で
は
継
承
し
に
く
い

と
い
う
課
題
で
す
。
似
た
よ
う
な
問
題
は
恐

ら
く
各
地
で
起
き
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

焼
餅
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
人
の
よ

う
な
仕
上
が
り
を
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
は
す
ぐ

に
は
無
理
か
も
し
れ
な
い
が
、
和
菓
子
作
り

の
技
術
や
主
原
料
の
見
直
し
に
必
要
な
情
報

を
提
供
し
、
改
良
試
作
を
重
ね
る
こ
と
で
新

た
な
仕
上
が
り
を
目
指
し
ま
し
た
。
世
代
交

代
が
難
し
い
一
方
で
、
次
世
代
を
担
う
若
手

農
業
経
営
者
が
育
っ
て
い
ま
す
。
移
住
し
て

就
農
す
る
方
と
も
交
流
を
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
可
愛
ら
し
い
女
子
生
産
者
の
６
次
産
業

化
で
の
起
業
支
援
も
担
当
し
、
秋
田
の
未
来

の
農
業
に
つ
い
て
若
い
担
い
手
と
話
す
機
会

も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
も
新

鮮
な
思
い
で
農
業
と
い
う
も
の
に
向
き
合
う

機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
仕
事
事
例
は
、
各
地
の
Ｊ
Ａ

様
の
講
習
会
な
ど
で
講
演
も
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
関
係
者
の
方
を
は
じ
め
組
合
員

の
皆
さ
ま
に
も
、
と
て
も
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
研
修
会
で
は
、
「
作
っ
て
売

る
。
当
た
り
前
の
よ
う
で
困
難
な
世
の
中
で

す
。
良
い
モ
ノ
だ
か
ら
と
言
っ
て
も
そ
の
価

値
が
そ
の
ま
ま
評
価
さ
れ
な
い
も
ど
か
し
い

時
代
だ
」
と
い
う
よ
う
な
テ
ー
マ
で
お
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

そ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
尚
更
、
個
々
の
農

業
を
支
え
る
地
域
の
Ｊ
Ａ
の
役
割
は
大
き

い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

2018
主
な
行
事
予
定

7
月 

J
A
秋
田
中
央
会

平
成
30
年
度 

第
2
回
Ｊ
Ａ
農
業
経
営

 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修
会
〜
12
日

平
成
30
年
度 

秋
田
県
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ

　
　 

指
導
員
基
礎
研
修
会
〜
12
日

全
県
Ｊ
Ａ
組
合
長
会
議

12
日

秋
田
県
議
連
と
の
意
見
交
換
会

認
証
試
験
初
級
準
備
講
習
会
③

　
　
　
　
　
　 

（
大
仙
市
）〜
19
日

18
日

第
61
回
秋
田
県
Ｊ
Ａ
女
性
大
会

　
　 

並
び
に
秋
田
県
家
の
光
大
会

19
日

全
県
Ｊ
Ａ
副
組
合
長・専
務・常
務
会
議

20
日

新
任
監
事
研
修
会
〜
24
日

23
日

平
成
30
年
度
Ｊ
Ａ
内
部
監
査

　
　
担
当
者
会
議・研
修
会
〜
24
日

Ｊ
Ａ
介
護
職
員

　 

ス
キ
ル
向
上
研
修
会（
1
回
目
）

25
日

支
所・支
店
長
等

　
　  

事
務
リ
ス
ク
研
修
会（
中
央
）

26
日

Ｊ
Ａ
経
済
事
業
事
務
リ
ス
ク

　
　
　
　
　 

管
理
研
修
会（
中
央
）

27
日

中
央
会
理
事
会

30
日

認
証
試
験
初
級
準
備
講
習
会
②
〜
4
日

3
日

6
日
第
1
回
Ｊ
Ａ
稲
作
担
当
営
農
指
導
員

稲
作
技
術
現
地
検
討
会（
あ
き
た
湖
東
）

  

　（
12
日・あ
き
た
北
／
13
日・こ
ま
ち
）

人
間
力
向
上
研
修
会（
心
と
体
の

　
ス
ト
レ
ス
を
管
理
す
る
）〜
12
日

11
日

J
A
バ
ン
ク
あ
き
た
ア
カ
デ
ミ
ー

 

「
相
続
実
務（
実
務
編
②・休
日
）」研
修

7
日

J
A
バ
ン
ク
あ
き
た
ア
カ
デ
ミ
ー

『「
い
ま
か
ら
帳
」を
活
用
し
た

　
　
　
　  

相
続
相
談
対
応
』研
修

13
日

J
A
バ
ン
ク
あ
き
た
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　「
印
紙
税
」研
修

24
日

J
A
バ
ン
ク
あ
き
た
ア
カ
デ
ミ
ー

「
年
金
推
進
実
践（
第
２
回
）」研
修

26
日

J
A
バ
ン
ク
あ
き
た
ア
カ
デ
ミ
ー

「
渉
外・窓
口
管
理
者（
第
２
回
）」研
修

27
日 7

月 

J
A
バ
ン
ク
あ
き
た

シリーズ JAグループへの
第　　 回136

15 k a k e h a s h i k a k e h a s h i  142 0 1 8 年 8 月号2 0 1 8 年 7 月号

フードコーディネーター

秋
田
の
農
業
と
私
の
仕
事

たなか のりこ

●たなか・のりこ
1968年生まれ。横手市出身。横手市在住。2008年に会社勤務を辞
め、個人事務所を立ち上げてフリーに。2013年、食関連のコンサルティン
グ事業と、フードビジネスで活躍できる人材育成を事業とし、株式会社ワン
ダーマートを設立。フードビジネスコンサルタントとして、強みを伸ばす手法
を生かし地域の食材をさまざまな角度からコーディネートしている。

＜応募・お問い合わせ先＞ ＪＡ秋田厚生連  総務人事部人事課
●募集要項・応募様式について ホームページからダウンロード可能です。http://www.akitakouseiren.or.jp
JA秋田厚生連・平成31年度 職員採用試験情報 TEL.018－864－2626

看

護

職

医

療

職

員

募集人員 採用試験日

１回目：終了しました
２回目：平成30年8月6日 ※奨学生受験日
３回目：平成30年10月25日

１回目：終了しました
２回目：平成30年8月9日

一次試験：平成30年7月27日
　　　　　　 
二次試験：平成30年9月10日

募 集 期 間

１回目：終了しました
２回目：平成30年6月1日～平成30年7月13日
３回目：平成30年8月1日～平成30年10月1日

１回目：終了しました
２回目：平成30年3月26日～平成30年7月24日

平成30年5月7日～平成30年7月6日

※一般応募の方は、1～3回のうち、ご都合の良い日を選択して頂きます。尚、秋田県厚生連の看護奨学生については、
8月6日の試験を受験して頂きます。

職 種

5名程度
5名程度
3名程度
5名程度
3名程度
若干名
3名程度
5名程度

10名程度

診療放射線技師
臨 床 検 査 技 師
臨 床 工 学 技 士
理 学 療 法 士
作 業 療 法 士
視 能 訓 練 士
言 語 聴 覚 士
管 理 栄 養 士

薬 剤 師

若干名
10名程度
130名程度

保 健 師
助 産 師
看 護 師

■看護職、医療職員…平成31年3月末卒業見込みまたは募集職種の国家資格を有する方【応募資格】

都
府
県
本
部
長
会
議

12
日

「
キ
ュ
ウ
リ
ビ
ズ
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

19
日

全
農
県
本
部
運
営
委
員
会

30
日 7

月 

J
A
全
農
あ
き
た

秋
田
県
農
村
医
学
会

　
　
　
　  

第
１
２
２
回
学
術
大
会

14
日

事
務
長
会
議

17
日

院
長
会
議

19
日

厚
生
連
理
事
会

23
日

厚
生
連
経
営
管
理
委
員
会

30
日 7

月 

J
A
秋
田
厚
生
連

Ｌ
Ａ
目
標
必
達
大
会

9
日

Ｊ
Ａ
支
店
長・支
所
長
会
議

20
日

全
共
連
県
本
部
運
営
委
員
会

30
日 7

月 

J
A
共
済
連
秋
田

〃〃〃〃

　
■採用人数 若干名
■応募資格 対象学歴：4年制大学、短期大学、専門学校
 受験資格：①平成31年3月までに卒業、または卒業見込みの者 
 　　　　　②平成元年4月2日以降に生まれた者
■提出書類 ①自筆の履歴書・身上書
 ②卒業見込証明書または卒業証明書　③成績証明書　他
■募集締切 平成30年7月17日（火）当日必着
■試験日程 第1次試験（一般教養・適性検査） 平成30年8月20日（月）
 第2次試験（面接試験） 平成30年9月18日（火）

問合せ・申込み先

ＪＡ秋田電算センター 平成31年度社員採用試験要項（抜粋）

第８回「あなたに届ける
　ＪＡ健康寿命１００歳弁当」コンテスト！！

詳しくは、JA-CARE.NET⇒  http://www.ja-care.net/news/5298/ をご覧ください

【応募資格】ＪＡ、ＪＡ助けあい組織、ＪＡ女性組織など、ＪＡの組合員組織・グループ、厚生連病
院・ＪＡ介護保険事業所などの厨房部門、ＪＡの協同会社等。ただし、１組織・グループにつき、
１作品のみ。※プロ・アマ問わず、応募可能です。ただし、個人での応募はご遠慮ください。
【応募書類】①応募用紙　②１人前の出来上がりのカラー写真（２L版：127ミリ×１７８ミリ）
【応募方法】郵送のほか、所定の応募用紙（エクセルファイル）にレシピ等の必要事項を入力
し、応募用紙についている写真貼付欄に写真データを貼付してファイル（２MB以下）での
メール送付でも可とします。応募用紙記入例をご参照ください。
【応募締切】平成３０年８月２０日（月）　
【応募・お問い合わせ先】 〒０１０－０９７６ 秋田市八橋南二丁目１０番１６号
秋田県農業協同組合中央会　営農農政部　組織広報担当
Ｅメール：seikatu@ja-akita.or.jp

ＪＡ健康寿命１００歳プロジェクトの食
事分野の取り組み趣旨に照らし、特別
高価な食材や特殊な調理法を必要と
しない昼食用の日常的な弁当（味噌
汁、お茶など液体物除く）で、以下の要
件を満たすもの

●「乳和食」で作った料理が３品以上
あること

ＪＡ健康寿命１００歳プロジェクトの食
事分野の取り組み趣旨に照らし、特
別高価な食材を必要としない昼食用
の日常的な弁当（味噌汁、お茶など
液体物除く）で、以下の要件を満たす
もの

応募する弁当の基準

「５色を食べて達者が一番」部門 「 乳 和 食 」部 門

●旬のもの、地場の食材を使用

●主食はご飯

●弁当スタイルに盛り付け（弁当箱の大きさ、形状は問わない）

●「５色を食べて達者が一番」の趣旨
に合致するもの
●「１００歳」弁当の趣旨にかんがみ、
過度に調味料（塩・砂糖等）を使用
しない調理を心掛ける

〒010-0921 秋田市大町三丁目2-41
㈱秋田県農協電算センター 総務部
TEL.018-865-3220
●詳しくは、ホームページに掲載しています

http://www.ja-akitadc.jp
食品の商品開発やコンサルティングを手掛ける


